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研究成果の概要（和文）：壮年期・老年期にある男性 130名，女性 325名，計 455名を対象に，

保持されるボディメージの実態及び運動行動実践との関連性を検討した結果，①女性は男性よ

りも自身を大きめに認知し，社会的体格不安・肥満ストレス度が高く，身体満足度は低かった.

②理想体型保有者は無い者よりも社会的体格不安が高く，身体満足度は低かった.③運動習慣保

有者は無い者よりも身体満足度が高く，自己の身体を細目に認知していた.④肥満度が高いこと

とネガティブなボディイメージの間の強い関連性，等が示唆された．  
 
研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to determine the correlation of body 
image with exercise behavior on elderly peoples. 455 subjects (male, n=130(65.4±6.4 
years old), female, n=325(69.2±6.4 years old)) were conducted the body image scales (ex. 
Body shape perception, Body Shape Questionnaire: BSQ and Social Physique Anxiety Scale: 
SPAS) and a questionnaire about exercise behavior. The main findings were as follows. 
①Female subjects perceived their own body shape bigger than male subjects, and   also 
showed higher SPAS score and lower BSQ score. ②The person who had ideal body shape 
perception showed higher SPAS score and lower BSQ score than others. ③The person who 
had regular exercise habit perceived their own body shape smaller than others, and also 
showed lower SPAS score and higher BSQ score.④The correlation between negative body image 
and high BMI score was observed especially in female subjects. 
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１．研究開始当初の背景 

 人が自分自身の身体について持つイメー
ジ，すなわちボディメージとは日常ではあま
り意識されないもので，自己概念形成の基礎

をなすものと言われているが，その定義は一
律ではない．その中でも鈴木(1997)によると
「現在および過去の知覚に基づいた自分自
身の身体の概念であり，我々が心の中に形作
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る自分自身の画像，つまり，自分の身体が
我々にどう見えるか，自分の身体をどのよう
に知覚しているか，を意味する」ものである
と定義されている． 

また，健康日本 21 では指標のひとつに，
ボディメージと関連して「適正体重を維持し
ている人の増加」を掲げており，20歳代女性
では「やせの者」を減尐，40～60歳代女性で
は「肥満者」を減尐させることを目標として
いる．そのためには，若い時期から自己の理
想体型を正しく認識し健康的な体型を維持
する意識をもち，壮年期・老年期に至っても，
自ら消費エネルギー量を高めて適正体重を
維持するような行動をとることが求められ
ている．今後は将来にわたりそれぞれにあっ
た行動パターンを実践できるような普及啓
発，推進組織，教育環境の整備，および，そ
の支援体制の計画的な構築が必要とされる，
と述べており，ボディメージが健康行動と無
関係ではないことを示唆している． 

さらに，ボディメージに関連して思春期女
性や若年女性に関する研究は近年注目を集
めており多くの報告がなされている．例えば
辻(2001)は，若年女性ボディメージに及ぼす
運動習慣の影響で女子大生は運動習慣の有
無に関係なく痩せ願望はあり，自分の体型に
満足していないこと，よい運動習慣は正しい
ボディメージを構築することに影響してい
ると運動習慣とボディメージの関連性を報
告している．だが目が向けられるのは思春
期・青年期ばかりで壮年期（特に後期）・老
年期を対象とした研究，さらに男性を対象と
して研究はほとんど見受けられない．  

新・教育心理学辞典 (1979) によると，壮
年期は 21 歳から 60 歳，老年期は 60 歳以上
の年齢の人を指すとされている．このような
年代の対象を扱った数尐ない研究として，本
研究代表者ら(2004)１）は 30代から 60代で
の自己の身体に対する意識の変容を調査し，
60 代において大幅に自己の身体満足度が高
まることを報告した．しかし問題点として，
年齢の高い，特に老年期に関する調査対象数
の尐なさが指摘されていた．また，本研究代
表者（2007)２）は，家庭婦人バレーボール
選手と運動をしていない家庭婦人を比較す
ると，前者のほうが自己を太めと捉えている
こと，また運動を行っていない家庭婦人の方
が自己の身体像を良いイメージとして評価
していたが，家庭婦人バレーボール選手はボ
ディメージに対して消極的であると報告し
ており，運動の実践とボディメージの間に必
ずしも肯定的な関係を見出し得ていない．し
たがって，前述した思春期・青年期層での研
究のみならず，超高齢社会を迎えた今日にお
いては，今後壮年期（特に後期）・老年期を
対象とした研究がより必要となってくるも
のと考えられる． 

 
２．研究の目的 

本研究は，壮年期（特に後期）・老年期に
ある男女を対象に，どのようなボディメージ
を抱いているかを明らかにする．さらに，性
差，BMI，年齢との関連，また過去の運動経
験・現在の運動習慣との関連について検討し
て，ボディメージと運動行動への実践との関
連性を明確にすることを目的とした．  
 

３．研究の方法 

 本研究では，インフォームド・コンセント
が得られた壮年期・老年期にある在宅中高年
者男性（130名，65.4±8.0歳），女性（325
名，69.2±6.4歳）,計 455名を対象に，質問
紙法によるアンケート調査及び測定を実施
した．調査内容は壮年後期・老年期の男女が
持つ身体に対する意識の実態や関連を明ら
かにするため，「ボディイメージ」及び生活
習慣に関する質問項目に，「フェイスシート」
を加え，「身体に関する意識調査」として実
施した．具体的には以下に質問紙及び測定の
内容と調査方法を示した． 
（１）フェイスシート 
フェイスシートとして，性別，身長，体重，

運度の好嫌度を｢とても嫌い｣から｢とても好
き｣の 5段階評価，現在の運動習慣の有無と
行っている活動内容，時間，頻度，過去の運
動経験の有無と行っていた活動，頻度，期間
を調査する． 
（２）心理学的側面に関する調査の実施 
１）ボディイメージ 
①認知的体型評価：本研究代表者ら(2000)が
作成した７段階のシルエット図を用い，シル
エット図から，現在の体型，過去の体型，理
想の体型保持者の理想の体型に最も当ては
まると思うシルエット図を選択させた．最も
細いシルエット図をボディイメージ指数１，
最も太っているシルエット図をボディイメ
ージ指数７として分析を行った． 
②調査による体型評価：現在の体型，過去(10
代，20代のころ)の体型，理想の体型，体型
満足度の言葉による 5段階法の体型評価の回
答も求める．現在，過去，理想の評価方法は
「とても痩せている」｢とても痩せていた｣
「とても痩せたい」を体型指数 1，｢普通｣｢普
通だった｣｢そのまま｣を体型指数 3，｢とても
太っている｣「とても太っていた」「とても太
りたい」を体型指数 5 として分析を行った． 
また，体型を気にしているかという尺度では，
｢まったく気にしていない｣を指数 1，｢とても
気にしている｣を指数 5として，高得点名ほ
ど体型を気にしていると評価した．  
③体型に関する意識調査：Cooperら(1987)
によるアンケート調査(Body Shape 
Questionnaire: BSQ)を中尾(1990)が日本人
向けに改良した 3観点 28項目中，「もも，お
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腹，おしりが太りすぎだと思う」「今の体型
だと運動が必要だと思う」等からなる『体型
に関する項目』10項目，「自分の体型と人の
体型をよく比較する」，「そばにやせたい人が
いると，自分の体型が気になる」等からなる
『肥満に関するストレス度』10項目の計 20
項目を用いた．解答方法は，各項目に対して
5段階評価の 5件法で行い，得点方法は，「は
い」を 5点，「いいえ」を 1点とし，各項目
の点数を合計し，ボディイメージ得点（以下
BSQ得点と表記する），肥満ストレス得点とし，
高い点数ほど自己のボディイメージを否定
的に捉えていると評価する． 
2）社会的体格不安スケール（Social Physique 
Anxiety Scale: SPAS）：Hartら(1989)が作成
した社会的体格不安スケール(SPAS)を磯貝
(1994)が日本語に翻訳した，「時々自分の体
型の悪さが気になって仕方ないことがある」
「自分の体型を気にすることがなかったら
いいのになあと思う」等の 10項目から構成
される質問紙を用いた．解答方法は，各項目
に対して 5段階評価の 5件法で行い，得点方
法は，「はい」を 5点，「いいえ」を 1点とし，
逆転項目は点数を逆転化して，各項目の点数
を合計し，社会的体格不安得点とし，高い点
数ほど社会的体格不安，つまり「自分の体格
に対して他人が評価することから生ずる不
安」を抱いている傾向がみられると評価した． 
（３）生理学的側面に関する測定及び調査 
1)被験者の身体的特性把握のための測定：身
長，体重，体脂肪率，etc. 
2)簡易的体力測定：垂直跳び，握力，etc. 
3)超音波法による骨密度測定（現有設備：
CM-100エルクコーポレーション） 
4)生活習慣に関する質問紙法によるアンケ
ート調査 
 
４．研究成果 
 2009 年～2011 年の 3 ヵ年に渡る調査研究
の主な結果は以下の通りである． 
（１）ボディイメージと性差 

性差を検討するためにボディイメージに
関する各尺度得点を t 検定したところ，表 1
に示すように，女性は男性と比較して,自身
を大きめに認知し，また，社会的体格不安得 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
点・肥満ストレス度得点は有意に高く，身体

満足度得点に関しては有意に低かった. 
このことは，年齢を経ても女性は男性に比

べ,自身の体格を他者に見られていることに
不安感を抱き,幾分肥満気味に認知している
ことにストレスを感じているとともに,総じ
て自身の身体に満足感を抱いていないこと
が示され，壮年期・老年期にあっても女性の
方がボディイメージに関して繊細であるこ
とが分かった． 
（２） 運動習慣の有無および理想体型の有
無別に見たボディイメージ得点 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

運動習慣・理想体型の有無別に見たボディ
イメージ得点を比較するために二要因の分
散分析を行った（表 2参照）.  
その結果，理想体型を有している群はそう

でない群と比較し,社会的体格不安が有意に
高く， 自己の身体に対する満足度が有意に
低かった.すなわち, 「他の人にどう見られ
ているだろう」といったことに不安感を持ち，
かつ自身の身体に満足していない人ほど，現
在の自身の身体とのギャップの表れともい
うべき理想体型を保持し易い傾向にあるこ
とが伺え，老年期・壮年期にある人々の身体
に対する認識の特徴の一部が示唆されたも
のと思われる. 
また，運動習慣のある群はそうでない群と

比較して,自己の身体に対する満足度が有意
に高く，かつ，シルエット図において,自己
の身体を有意に細目に認知していた.このこ
とは，老年期・壮年期にある人々のボディイ
メージという自我意識の一側面に対する運
動習慣によるポジティブな影響の表れとい
うことができ，運動習慣とボディイメージの
連関性を示唆していると思われる． 
（３）ボディイメージと BMIの関係 
BMI と各ボディイメージ尺度得点との関係

性を男女別に示したのが図 1，図 2 である．
その結果，「肥満度が高いこと」と「ネガテ
ィブなボディイメージ」との間には強い関連
性が存在すると考えられ，この傾向は特に女 
性において顕著であった． 
したがって，中高年における痩身度とボデ

ィイメージが強く関連していることから，太
目であることが不満足なボディイメージと
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連関し，その不満足なボディイメージを改善
するために自己の体型変容の試み，すなわち
運動行動に向かう誘因になることが期待さ
れる． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
しかし，これらの結果は中高年のボディイ

メージと運動習慣との因果関係をダイレク
トに結びつけるというところまで明らかに
はできなかった，今後，更なる継続的に研究
を進め，世代毎及び各測定指標間の関連性に
関する解析を進めたい． 
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